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SuperComputing2008(以下SC08)がテキ

サス州のAustinで11月15日～2１日の日程

で開催され世界各国のコンピュータ関連企業、

研究機関、大学が参加して開催された。鹿島

のVLBIグループははJG2plus、宇宙天気予報

のグループと共にNICTブースを出展し、フィ

ンランドのMetsähovi局(14mアンテナ）と、

鹿島34m局からの256Mbpsのデータを

SC08会場のAustinに伝送し、ソフトウェア

相関器によるリアルタイムeVLBIのデモンス

トレーションを行った。今回のデモに向けて、

Tsunami-udpのデータを受信してメモリ上で

Mk5A->K5/VSIのデータ変換を行う中継サー

バソフトウェアを作成し、Metsähovi局から

はMk5データをTsunami-udpを使って、鹿

島からは単純なK5/VSI独自ヘッダをつけた

UDP/IPのプロトコルを使ってVLBIデータを

伝送した。相関処理には高速相関処理ソフト

ウェアのGICO３を使用した。今回作成したソ

フトウェアは、今後のMk5ーK5/VSIの混合

相関にも活用でき、VLBI異機種間の互換性向

上に役立っている(MS記)。

VLBI data(Mark5)
8ch-2bit

VLBI data(K5/VSI)
8ch-2bit

ADS-2000
K5/VSI

Shared 
Network
(FUNET, 

NORDUnet, 
Geant2,Inetrnet2

)

DCN etwork
(JGN2plus,
Internet2)

Correlation
Results

Decoding, 
Distributing &
Correlation 
Processing

2D FFT & 
Displaying

Tsunami(UDP) 
protocolVDIF/K5 

(UDP)

Metsähovi
Kashima

Austin SC08 

5-8ch-2bit
1-4ch-2bit

Mark5

K5/VSI-Mk5/Tsunamiのリアルタイム混合相関実現！
SuperComputing 2008 eVLBI デモ観測
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